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ピアスーパーバイザーからのコメント 
 
 本論文は「保育内容・言葉Ⅱ」の授業において、
学生が教育実習中に体験した子どもの表現に関わ
る事例について書いたエピソード記述を詳細に分
析し、その時の子どもの気持ちや保育者の思いに
寄り添いながら、どのような関わり方が望ましい
のかという観点から解説を加えたものである。田
中氏の保育者としての豊かな経験が余すところな
く活かされており、保育者や学生のより深い気付
きや学びにつながる視点を提供してくれている。
（担当：小林 伸雄） 
 
 
 
 
